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ご協力賜 りましたことに,
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編集後記

『甲南女子大学研究紀要』「看護学・リハビリテーシヨン学編」第 5号をお

届けいたします。看護・理学療法のいずれの学科も,今年度初めて卒業生を

社会に送り出します。職場で遠からずリーダーシップを発揮できるように,

諸先生方が自信をもって育て上げられたことを,紀要の諸論文が語つている

と確信しております。

なお,今年度は,甲南女子学園創立 9o周年の記念すべき年でした。多く

の先生方のご協力を頂いて,本学図書館所蔵の貴重書図録が干J行できました

ことを合わせて申し添えておきます。
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